
なごやか農楽会もりやま支部紹介 平成27年1月31日現在

1、もりやま支部の在籍会員 (男性22名　女性11名　休会者2名)

期生 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 合計

人数 1 1 1 0 2 2 2 3 4 1 4 4 8 33名

2、援農農家と作業内容

　　(1)野田農場(守山区中志段味沢田)

○温室ハウス約1,485㎡で主にトマト約3,000本を栽培

○近隣の稲作請負など、ライスセンターとしても稼働

○作業時間：午前9時～11時　又は午後13時～15時(2時間)

○作業内容：・ハウス内では、トマトの定植・誘引・脇芽取り・下葉取り・収穫等が主

　　他にきゅうり・ゴーヤ・インゲン・小松菜・かぶ・ほうれん草等野菜の手入れ・収穫等

　・路地栽培では、野菜や果樹の手入れ、草取り、収穫等

　・稲作では、苗つくり、田植え、稲刈、籾摺り等

　・オアシス21の朝市では、農産物販売の手伝い等(土曜日)

　　(2)内木(ないき)農園(守山区上志段味東谷)

○ベリーＡ、巨峰などぶどうの樹約80本を栽培

○作業時間：午前9時30分～11時30分　又は午後13時～15時(2時間)　

○作業内容：ぶどうの栽培(芽掻き・摘花・粒抜き・袋かけ・枝切り・樹皮むき)

 肥料まき、草取り等の作業。ぶどう狩りの手伝い等

3、支部の連絡体制

　　・支部連絡委員を2名置き、連絡窓口としている。

　　・連絡方法は、各支部員の都合に合わせ、Ｅメール、ＦＡＸ、郵送などを選択してもらう。

（通信費節約のため、出来る人は、Ｅメールをお願いしている）

４、援農の連絡・実施方法

　　・支部員は、毎月２５日までに、翌月の援農希望の日時及び援農先を連絡委員に各自の方法で報告。

　　・連絡委員は、月末までに支部員からの報告を集約し援農農家と支部員へ援農予定表を作成して連絡する。

　　・支部員は、援農予定表に基づき各自で農家さんへ出向き援農を行う。

（事故や怪我等発生の場合は、ボランティア保険手続きのため、即支部長へ報告）

5、支部援農活動実績

　　・平成25年度  延べ活動人数　229人　延べ活動時間　525時間　　　14.2%/17.8%減

　　・平成24年度　延べ活動人数　267人　延べ活動時間　638.5時間 

　　・平成26年度　延べ活動人数　291人　延べ活動時間　635時間 （1月末現在）

6、行事

    ・支部員の親睦行事として、野田農場では、「そば打ち会」。内木農園では、｢ぶどう狩り」を実施。

又毎年2月頃、支部年総会と、4月農楽会総会終了後に支部総会を開催している。

　　・「もりやま支部だより」を不定期で発行して、援農風景や記事を配信している。

7、支部役員体制

　　・支部長　・副支部長兼会計　・連絡委員2名　・広報委員　・写真委員　・本部役員

　　



　　・連絡委員は、月末までに支部員からの報告を集約し援農農家と支部員へ援農予定表を作成して連絡する。


